
TOPICSTOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

申
し
込
み
　
申
請
書
兼
請
求
書
に
各
施

設
が
発
行
し
た
利
用
証
明
書
兼
領
収
書
を

添
付
し
、
問
い
合
わ
せ
先
窓
口
に
提
出

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

建
築
物
お
よ
び
そ
の
関
係
者
な
ど
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

　
渋
沢
栄
一
翁
の

誕
生
日
に
当
た
る

２
月
１３
日
に
東
京

都
内
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
、『
中
の
家
』

の
所
有
者
で
あ
る

深
谷
市
と
施
工
し

た
清
水
建
設
株
式

会
社
の
連
名
で
、

賞
状
と
楯
の
贈
呈

が
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
冠
『
深
谷
市
誕

生
20
周
年
記
念
事
業
』
を
付
け
る
事
業

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
に

市
民
の
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
事
業

※
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
指
定
さ
れ
た
日
に
受
診
で
き
な
い
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
原
則
５
歳
の
誕
生
月
に
受
診
と
な
り

ま
す
が
、
混
雑
緩
和
の
た
め
誕
生
月
の

翌
月
以
降
に
受
診
し
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
受
付
、
計
測
、
問
診
、
集
団
遊

び
、
診
察
、
相
談

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
、

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
か
た（
依

頼
会
員
）
と
子
育
て
を
応
援
し
た
い
か
た

（
協
力
会
員
・
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
会

員
と
な
り
、
送
迎
や
一
時
保
育
な
ど
、
育

児
に
関
す
る
相
互
援
助
活
動
を
す
る
事
業

で
す
。　
ま
た
、
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
で
は
、
急
な
預
か
り
や
送
迎
な
ど

の
対
応
も
行
っ
て
い
ま
す
。

深
谷
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
お
よ
び
助
成
制
度

問
い
合
わ
せ　
事
業
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
＝
深
谷
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
・
う
０
４
８
‐
２
９
７
‐
２
９
０
３)

、利
用

料
の
助
成
に
関
す
る
こ
と
＝
こ
ど
も
青
少
年
課（
う
５
７
４
‐
６
６
４
６
）

　
市
で
は
、
令
和
８
年
４
月
の
開
館
を

目
指
し
て
、
こ
ど
も
館
の
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
館
は
、
市
で
初
め
て
整
備
す

る
屋
内
遊
戯
施
設
で
あ
り
、『
い
つ
で

も 

遊
べ
る 

学
べ
る 
子
育
て
パ
ー
ク
』

を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
０
～
18
歳
の

こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
び
、
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
保
護
者
同
士
が

交
流
・
相
談
で
き
る
場
と
し
て
、
こ
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
や
、
子
育
て
支
援

の
拠
点
と
な
る
、
県
内
最
大
級
の
施
設

で
す
。

　
こ
の
た
び
、
こ
ど
も
た
ち
や
保
護
者

を
は
じ
め
、
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
え
る
施
設
と
な
る
よ

う
、
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

※
愛
称
募
集
の
対
象
施
設
は
こ
ど
も
館

の
み
で
あ
り
、
同
一
建
物
内
に
設
置
予

定
の
公
立
幼
稚
園
は
含
み
ま
せ
ん
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
者

※
18
歳
未
満
の
か
た
は
、
保
護
者
の
同

意
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い

応
募
方
法　
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項

を
入
力
し
て
応
募

応
募
期
限　
４
月
30

日
㈬
ま
で

採
用
者
へ
の
記
念

品
　
地
域
通
貨
ネ

ギ
ー
3
万
円
分

※
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
館
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
６
）

◀こども館外観
イメージ

▶こども館屋内
イメージ▲ファミリーサポートセンターの仕組み

▲贈呈された楯▲市ホームページ

　
深
谷
市
は
平
成
18
年
1
月
1
日
に
１

市
３
町
の
合
併
に
よ
り
『
新
』
深
谷
市

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
令
和
8
年
1
月

1
日
㈷
に
市
政
施
行
20
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
20
周
年
を

祝
い
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
向
け
た
新
た

な
出
発
点
と
す
る
た
め
、
記
念
事
業
で

　
５
歳
の
時
期
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

が
確
立
し
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
大
切

な
時
期
で
す
。
５
歳
児
健
康
診
査
は
、
お

子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達
を
確
認

し
、
お
子
さ
ん
が
楽
し
く
集
団
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

対
象　
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
５
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
市
内
在
住
の
お
子
さ
ん

と
き　
対
象
者
に
受
診
日
の
約
2
カ
月

前
に
通
知

深
谷
市
誕
生
20
周
年
記
念
の

　
﹃
冠か

ん
む
り

﹄
事
業
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
企
画
課
（
う
５
７
４
‐
８
０
９
６
）

　
保
育
施
設
の
一
時
預
か
り
利
用
料
の
う

ち
、
1
日
２
０
０
０
円
を
超
え
る
額
の
２
分

の
１
を
補
助
し
ま
す
。
施
設
に
利
用
料
を
支

払
っ
た
後
、
保
護
者
か
ら
市
へ
の
申
請
・
請

求
に
基
づ
い
て
審
査
の
上
、
交
付
し
ま
す
。

対
象　
未
就
学
児
が
い
る
子
育
て
世
帯

　
令
和
５
年
４
月
に
竣
工
し
た
、
旧
渋

沢
邸
『
中
の
家
』
主
屋
の
『
構
造
補
強

及
び
改
修
工
事
』
が
、
令
和
６
年
度
耐

震
改
修
優
秀
建
築
・
貢
献
者
表
彰
に
お

い
て
、『
耐
震
改
修
優
秀
建
築
賞
』
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
建

築
防
災
協
会
が
、
日
本
の
既
存
建
築
物

の
耐
震
改
修
の
促
進
に
寄
与
し
、
健
全

な
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
耐
震
改
修
を
実
施
し

た
既
存
建
築
物
の
う
ち
、
特
に
耐
震
性
、

防
災
・
安
全
性
、
意
匠
な
ど
に
優
れ
た

保
育
施
設
の
一
時
預
か
り
利
用
料
の
一
部

を
補
助
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
保
育
課
（
う
５
７
４
‐
８
６
４
８
）

旧
渋
沢
邸
『
中な

か

のん

家ち

』
主
屋
が

耐
震
改
修
優
秀
建
築
賞
を
受
賞

問
い
合
わ
せ　
渋
沢
栄
一
記
念
館
（
う
５
８
７
‐
１
１
０
０
）

令
和
７
年
度
か
ら

５
歳
児
健
康
診
査
を
開
始
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

▲市ホームページ ▲応募フォーム

助成制度をご利用ください
ファミリーサポートセンター利用料の

　市では子育て世帯の経済的負担の軽減を図る
ため、利用料の助成をする制度があります。

※①、②の利用料の助成は同時には利用できま
せん。助成を受けるには申請手続きが必要です。
交通費などの実費負担分、キャンセル料などは
助成対象外です。

①ひとり親のかたへの利用料の助成
対象　市内に住所を有する依頼会員で、ひとり
親世帯などであること（児童扶養手当の支給を
受けているかた、ひとり親家庭等医療費支給制
度の受給者証の交付を受けたかた）
助成額　ファミリーサポートセンター、緊急サ
ポートセンターを利用した月の利用料の合計額
の2分の1に相当する額（限度額1万円/月）

②緊急サポートセンターの利用料の助成
対象者　市内に住所を有する依頼会員
助成額　利用した日の利用料から2000円を
除いた額

令和7年度から

依頼会員（預ける側）

深谷市ファミリー
サポートセンター

協力会員（預かる側）

マッチング

▲旧渋沢邸『中の家』主屋
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TOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

栄一翁みらい宣言栄一翁みらい宣言

『立
り っ

志
し

(夢・こころざし)』と『忠
ちゅう

如
じ ょ

（まごころ・思いやり）』の思いを  今、あらためてことばに。

深谷市長

小島　進

因
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
の

交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
通
学
路
の
安
全

点
検
の
実
施
、
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
子
ど
も
福

祉
基
金
を
活
用
し
た
小
学
校
１
年
生
の

『
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
ヘ
ル
メ
ッ
ト
』
へ
の
購

入
補
助
の
ほ
か
、
登
校
時
に
安
全
に
通
行

す
る
た
め
の
交
通
指
導
員
に
よ
る
立
し
ょ

う
指
導
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
に
は
、
家
庭

に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
も
重
要
で
す
。

特
に
４
月
は
、
小
学
校
１
年
生
の
『
一
人

歩
き
デ
ビ
ュ
ー
』
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

通
学
路
や
公
園
な
ど
、
こ
ど
も
の
行
動
範

囲
を
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、
横
断
歩
道
の

渡
り
方
と
い
っ
た
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
る

な
ど
、家
庭
で
の
対
策
も
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
普
段
通
行
す
る
道
路
な
ど
で
、
危

険
な
箇
所
や
、
雑
草
な
ど
で
歩
行
が
困
難

な
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
道
路
管
理
課

（
う
５
７
４
‐
６
６
５
１
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

４
月
６
日
㈰
～
１５
日
㈫
の
１０
日
間
は
、

『
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
』
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
心
掛
け
て
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち
を

目
指
し
て

　

４
月
か
ら
入
学
や
就
職
な
ど
で
新
し
い

生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
、
不
慣
れ
な
道
路
や

歩
道
を
利
用
す
る
か
た
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、

気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
交
通

事
故
で
す
。

　

警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
令
和
元
年

～
５
年
に
起
き
た
全
国
の
交
通
事
故
で
、

歩
行
中
の
小
学
生
の
死
者
・
重
傷
者
は

２
０
１
１
人
に
上
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

約
３
割
は
飛
び
出
し
が
原
因
で
す
。
学
年

が
低
く
な
る
ほ
ど
死
者
・
重
傷
者
数
が
多

く
な
り
、
小
学
校
１
年
生
は
６
年
生
の
約

２
・
９
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
に

な
る
と
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
こ
ど
も
だ

け
で
行
動
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
原

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　
熊
谷
年
金
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
５
０
１
２
）

保
険
年
金
課
（
う
５
６
８
‐
５
０
０
１
）

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
か
た
は
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加

入
し
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、学
生
の
か

た
に
は
、申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る『
学
生
納
付
特
例

制
度
』が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
専
修

学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
学
生

※
本
人
の
前
年
所
得
が
１
２
８
万
円
を

超
え
る
と
き
は
対
象
外（
学
生
に
扶
養
親

族
が
い
る
場
合
、所
得
基
準
を
引
き
上

げ
）

対
象
期
間　
４
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

※
保
険
料
納
付
期
限
か
ら
2
年
を
経
過

し
て
い
な
い
過
去
の
期
間
に
つ
い
て

も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
①
在
学
期
間

の
分
か
る
在
学
証
明
書
（
原
本
）
ま
た

は
学
生
証
（
両
面
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の

で
も
可
）、 
②
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
、
③
本
人
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
な
ど
）※
代
理
人
申
請
の
場
合
、①
・

②
の
ほ
か
、
委
任
状
お
よ
び
代
理
人
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

申
請
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、障
害
年
金
や
遺
族

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
６
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
、令
和
７
年
度
も
在
学
予
定

の
か
た
に
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら
、４

月
上
旬
に
更
新
用
の
申
請
用
紙
が
送
付

さ
れ
ま
す
。引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在

籍
し
、学
生
納
付
特
例
の
更
新
を
希
望

す
る
か
た
は
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
国
民
年
金
保
険
料

月
額
１
万
７
５
１
０
円

※
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
、
納
め

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和7年度　市税などの納付月

期限内の納付にご協力ください

あ納税全般＝収税課（う574‐6639）、市県民税・軽自動車税＝市民税課（う574‐6637）、
固定資産税＝資産税課（う574‐6638）、国民健康保険税＝保険年金課（う574‐6641）

各税証明書の発行・公図の閲覧・納付書の再交付・市税などの納付は各総合支所でも行っています。
岡部総合支所（う585‐ 2212）、川本総合支所（う583‐ 2781）、花園総合支所（う584‐ 1121）

納付月
と
納期限 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

科　目 6月2日
㈪

６月30日
㈪

７月３１日
㈭

9月1日
㈪

9月30日
㈫

１０月３１日
㈮

１2月1日
㈪

12月25日
㈭

2月2日
㈪

3月２日
㈪

市県民税

固定資産税
（都市計画税）

軽自動車税
（種別割）

国民健康保険税

納められた税金は
皆さんの暮らしのために
大切に使われるよ♪

決められた納期限までに
納付しようね♪

　ぼくは、思いやりのある人になりたいです。なぜな
ら、思いやりをもってせっしてくれる人のそばにいると
心がポカポカになるからです。
　ぼくが、いじけて悪いことをしてしまった時、お父
さんは、どんなにいそがしそうな時でも、しかるだけ
でなく、ぼくの話をよく聞いてくれます。なぜそうなっ
たのか、今どんな気持ちなのかいっしょに考えたり、
聞いてくれたりしてぼくの気持ちをうけ止めてくれます。
だから、話をするといつもさいごには心があたたかく
なって、あん心します。
　ぼくも人をポカポカにできる存在になりたいです。

明戸小学校3年（現4年）　小
こ

林
ばやし

　羽
は

惺
る

 さん

ぼくなりの思いやり
小学生　立志の部
最優秀賞

　ぼくは、かぞくやお友だちといっしょにいる時『言葉』に
気をつけています。
　ぼくが何となく言った言葉が、ぼくの大切なだれかをきず
つけてしまうこともあるからです。そして、言葉はめぐりめぐっ
て自分にかえってくると聞きました。ぼくの言った言葉がだれ
かをえがおにして、そのえがおがどんどんひろがって、ぼくも
いい気もちになれたらいいなと思います。
　だから、ぼくはぼくが言われたらうれしいなと思う言葉をえ
らんでいます。
　ぼくの大切な人たちが、えがおとやさしい気もちでいっぱ
いになりますように。

岡部西小学校2年（現3年）　金
か な

井
い

　奏
そ う

磨
ま

 さん

言葉の力
小学生　忠恕の部
最優秀賞
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